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2026年度2026年度

一般社団法人三重県植物防疫協会通常総会を開催一般社団法人三重県植物防疫協会通常総会を開催

2026年６月９日、津市のプラザ洞津において、通常総会を開催いたしました。本年は昨年度と同様

に来賓、賛助会員の皆様を招いて開催しました。

　第１号議案　　2025年度事業報告並びに収支決算について

　第２号議案　　2026年度事業計画並びに収支予算について

　第３号議案　　会費賦課額及び徴収方法について

　第４号議案　　2026年度歳計現金預託先の承認について

　第５号議案　　役員の選任について

　第６号議案　　付帯決議

第１～６号議案について審議していただき、すべての議案が承認されました。

2025 年度事業の概要

講演会、資材展示圃の成績・設計検討会については、対面とオンラインを併用したハイブリッド方式

により開催しました。

公益目的事業では、農薬講演会、植物防疫講演会を主催、植物防疫技術研修会を共催し、生産現場の

課題解決に有効な情報の提供と共有化を図りました。最近の植物防疫に関する話題を内容とする機関誌

「三重の植物防疫」70号、71号を発行し、関係機関に配布しました。本県の植物防疫における現場課題

の解決に寄与することを目的に、県内で新たに発生が問題となった病害や雑草の防除対策について、三

重県農業研究所と共同研究を実施しました。

試験事業では、一般社団法人日本植物防疫協会からの農薬残留試料調製試験を当協会で実施しまし

た。また、一般社団法人日本植物防疫協会および公益財団法人日本植物調節剤研究協会からの委託試験

を三重県農業研究所に再委託し、課題解決に有望な資材について農薬登録の取得に向けて取り組みまし

た。新規性の高い農薬、肥料やバイオスティミュラント等を対象に、農業生産、芝草管理の現場におけ

る普及性、問題点を明らかにするため、農業資材展示圃および芝草管理資材展示圃を賛助会員のご協力

を得て設置しました。農業資材展示圃は、三重県農業改良普及センター、三重県農薬商業協同組合およ

びJA全農みえが実施し、芝草管理資材展示圃は、三重県ゴルフ連盟が実施しました。
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2025 年度決算

　経常収益計　　30,204,468円　　（前年対比　1,232,995円増）　

　経常費用計　　29,662,825円　　（前年対比　　 34,002円減）　

以上の事業及び経理について監事の監査結果を受け、承認をいただきました。

2026 年度事業計画

国、県の動向等を踏まえつつ、行政、農薬メーカー、関係団体等の植物防疫関係者との連携強化につ

とめるとともに、農薬登録支援に向けた試験研究の実施や農業資材および芝草管理資材展示圃の設置、

講演会や研修会の開催による植物防疫に関する各種情報の提供など、諸事業を確実に推進し、本県の農

業振興に寄与するとともに、食料の安定生産や安全性、信頼性の確保に貢献します。利便性の高いオン

ライン会議は、継続して実施し、効率的な事業運営を図ります。

⑴　植物防疫に必要な防除資材の実用化試験事業

一般社団法人日本植物防疫協会、公益財団法人日本植物調節剤研究協会から、本県における農業推

進に必要な作物を対象に委託を受け、三重県農業研究所に再委託し、薬効・薬害試験を実施します。

また、一般社団法人日本植物防疫協会からの農薬残留試料調製試験は、当協会で受託し実施します。

⑵　植物防疫およびその他生産資材の資材展示圃事業

当協会賛助会員の委託を受け、農業生産、芝草管理の現場における課題解決のため、三重県農業改

良普及センター、三重県農薬商業協同組合、三重県肥料商業組合、ＪＡ全農みえ、三重県ゴルフ連盟

がそれぞれの現場を活用しながら展示圃を設置します。新規登録薬剤等の効果、問題点に関する情報

を共有し、新たな資材の活用の効果的な普及促進を図ります。

⑶　植物防疫に関する知識、情報を提供する事業　　

ホームページで当協会の事業概要を発信します。また、病害虫発生状況や栽培技術に関して入手し

た資料についてはメールにより賛助会員に情報提供します。　　

⑷　植物防疫に関する情報交換及び指導者育成のための研修事業

農業生産、芝草管理の現場における指導者を主対象として、効率的で安全な防除技術や農薬の適正

使用についての農薬講演会、植物防疫に関する最新の話題を提供する植物防疫講演会を主催します。

また、病害虫防除所が主催する植物防疫技術研修会を共催します。

⑸　植物防疫に関する参考資料の作成事業

当協会の機関誌「三重の植物防疫」を年２回発行し、関係機関に配布します。

⑹　その他この法人の目的を達成するために必要な事業

本県の農業現場の病害虫防除および雑草防除の技術的課題について、早期解決に寄与するため、三

重県農業研究所と共同研究に取り組みます。

その他円滑に本協会の目的を達成するための事業に取り組みます。

　

2026 年度の予算

　経常収益計　　27,600,000円　　（前年対比　4,590,000円増）

　経常費用計　　28,585,000円　　（前年対比　5,318,500円増）

以上の事業計画及び予算で事業運営を行うことについても承認をいただきました。
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役員の選任

〇2026年度の体制

役 職 名 氏　　名 所　　　　　　属

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

理　 事

西　場　信　行

和　田　　　隆

𠮷　田　仁　志

中　村　剛　明

青　木　貴　行

加　藤　眞　八

新　良　和　也

後　藤　健　治

諏　訪　　　稔

北　村　八　祥

北　田　一　也　

金　森　誠　治

学識経験者（三重県議会議員）

三重県農業共済組合  専務理事

全国農業協同組合連合会三重県本部 生産資材部長

三重県農薬商業協同組合 理事長

三重県農薬商業協同組合 副理事長

三重県肥料商業組合 理事長

三重県園芸振興協会 事務局長

三重県茶業会議所 常務理事

三重県ゴルフ連盟 副会長

三重県農業研究所 副所長兼基盤技術研究室長

三重県中央農業改良普及センター 専門技術室長

三重県病害虫防除所 所長

会 長

副 会 長

監　 事

監　 事

中　川　雄　介

服　部　　　寛

全国農業協同組合連合会三重県本部 肥料農薬課 課長

税理士（東海税理士会津支部）

＊アンダーラインは新役員

なお、当協会の会員は2026年6月9日現在、次のとおりです。

○正会員：7

全国農業協同組合連合会三重県本部、三重県農業共済組合、三重県農薬商業協同組合

三重県肥料商業組合、三重県茶業会議所、三重県園芸振興協会、三重県ゴルフ連盟

○特別会員：4

学識経験者（西場信行氏　三重県議会議員）、三重県農業研究所副所長兼基盤技術研究室長

三重県中央農業改良普及センター専門技術室長、三重県病害虫防除所長

○賛助会員：40

以上のとおり、事務局が提案した原案について出席者全員の賛成により可決されました。これを受け

て、2026年度事業を遂行してまいります。  
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１．はじめに

緑茶は日本人の食生活になじみ深い存在であり、三重県は栽培面積、荒茶生産量ともに鹿児島県、静

岡県に次ぐ全国第３位の主要な茶産地の一つです。特に茶種別では、かぶせ茶の生産量が全国第１位を

誇り、全国シェアの59％（令和６年時点）と突出した生産量を占めています。

しかし近年、日本人のライフスタイルの変化や簡便志向の高まりに伴い、急須で淹れるリーフ茶の消

費から、緑茶飲料やコーヒーなど多様な飲料への消費が進み、国内の緑茶消費は伸び悩む傾向にあります。

一方で、海外に目を向けると、特に米国を中心とした日本食ブームや、世界的な健康志向の高まりを

背景に、日本茶の人気が急速に高まっています。財務省貿易統計（図１参照）によると、緑茶の輸出額

は、令和７年には過去最高額の721億円に達しました。このうち、約８割にあたる604億円が粉末状（抹

茶および粉末茶）であり、これらの需要は今後も継続すると見込まれることから、茶産地でも抹茶の原

料となるてん茶の生産が拡大しています。

世界的な需要増に対応し、海外市場へ展開することは、今後の茶業経営における重要な戦略の一つと

なり得ます。しかし、緑茶の輸出には、輸出相手国ごとの残留農薬基準（以下、MRL）をクリアする

ことが必須条件となります。特に、茶を栽培していない国では、多くの農薬成分に対し一律の微量基準

や定量下限値が適用されるため、国内での病害虫管理がより一層困難になるという課題を抱えています。

２．輸出に向けた取組

⑴　輸出相手国のMRLに対応した茶生産の推進

輸出相手国のMRLに対応した茶生産の推

進に向けて、農林水産省及び農研機構果樹

茶業研究部門では、「農産物輸出促進のため

の新たな防除体系の確立・導入事業」（平成

26、27年度）を活用して「輸出相手国の残

留農薬基準に対応した日本茶の病害虫防除マ

ニュアル」を作成し、農林水産省のHP＊１で

公開しました。海外需要の高い抹茶・粉末茶

は、収穫前に遮光して生産することから、本

マニュアルでは、遮光による農薬成分の減衰

への影響に関する調査結果も示されています。

県内でも輸出に対応した荒茶生産の機運が高まっていたことから、三重県農業研究所は、米国の

MRL超過リスクの低い農薬を調査・選定し、平成28年度に「伊勢茶の米国輸出向け栽培における病

伊勢茶の輸出に向けた取組と茶振興について伊勢茶の輸出に向けた取組と茶振興について

� 三重県農林水産部 農産園芸課 伊勢茶振興班　　　� 三重県農林水産部 農産園芸課 伊勢茶振興班　　　

� 菅　谷　耕　紀 　� 菅　谷　耕　紀 　

図１　日本から世界への緑茶の輸出実績

（資料：財務省貿易統計）
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害虫防除指針」（図２）＊２を作成しました。この

指針では、すべての茶期（一番茶、二番茶、秋番

茶）の茶を輸出対象とした生産における年間防除

体系を示しています。

さらに、2024年には、農研機構から「輸出相

手国の残留農薬基準に対応した茶の輸出対応型防

除暦の作成指針」＊３が公開されました。現在県内

の茶産地では、農林水産省のマニュアルや県作成

の防除指針を活用して、輸出相手国のMRLに対

応した茶生産が行われています。

⑵　伊勢茶ブランドの輸出に向けた取組

伊勢茶ブランドの輸出に向けて、平成30年１

月31日に、伊勢茶生産者、流通関係者、市場、

県等で構成された「伊勢茶輸出プロジェクト」が

設立されました。本プロジェクトでは、伊勢茶ブ

ランドとしての輸出の販路拡大を図るため、国事

業（GFP大規模輸出産地生産基盤強化プロジェ

クト）を活用して、海外バイヤーを伊勢茶産地に

招いての伊勢茶の魅力を伝えるプロモーションの

実施や輸送過程における品質変化の調査（図３）、

輸出向けの栽培実証等に取り組んでいます。

⑶　有機栽培の生産拡大に向けた支援

海外では有機栽培茶の需要が高い国も多く、MRLに対応する観点からも、輸出において大きな強

みになります。農林水産大臣が定める国家規格である有機JASは多くの国で有機同等性が認められ

ており、茶の有機JAS格付け実績、同等性の仕組みを利用した輸出量ともに増加傾向です。

一方で、有機栽培では管理作業の増加や収量・品質の低下などが懸念され、有機転換後の栽培実態

が不透明であることが有機栽培への参入を躊躇させるハードルとなっていました。そこで、伊勢茶輸

出プロジェクトでは、令和６年度より国事業（GFP大規模輸出産地生産基盤強化プロジェクト）を

活用し、慣行栽培から有機栽培への転換で生じるリスクの見える化に向けて、有機栽培転換を実施し

た県内各地の生産者から病害虫の発生状況や栽培管理に係る情報を収集し、整理しました。

その結果、有機転換中（有機JAS認証を受けるには、農薬や化学肥料の使用をやめてから一定期

間が必要であり、切り替える過程にあること）の茶園では、炭疽病やチャノミドリヒメヨコバイの多

発生がみられた圃場があったほか、雑草管理の労力負担が大きいことが課題であることが分かりまし

た。また、有機転換中の茶園における二番茶および秋番茶の収量については、圃場間差が大きいもの

の病害虫の被害による収量減が課題であることも分かりました。収量安定に向けては、病害耐性のあ

る品種の導入など、対策を講じる必要があると考えられます。

図 2　米国輸出向け病害虫防除指針＊

（平成 28 年度　三重農研成果情報）

＊ご利用にあたっては最新のマニュ

　アルや農薬情報をご確認ください。
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残留農薬分析の結果からは、一部のサンプルで基準値以下ではあるものの長期残留が懸念される成

分や周辺からのドリフトが疑われる成分が検出され、有機栽培圃場の選定に当たっては、これまでの

管理履歴や周辺環境を加味して行う必要があることが確認されました。　

これらの結果を生産者へフィードバックするとともに、農研機構　果樹茶業研究部門より講師を招

き、有機栽培をテーマにした品種研修会（図４）を開催する等様々な形で有機栽培茶の生産支援を進

めています。

３．伊勢茶振興計画の推進

県では、令和３年12月に策定した伊勢茶振興計画に基づき、経営体の所得向上と伊勢茶の消費拡大

の取組を両輪で進めています。

所得向上については、園地の集約による経営の効率化、茶園継承の仕組みづくりなど産地の課題解決

に取り組む「産地構造改革プロジェクト」（図５）を推進するとともに、荒茶の高品質化のための茶工

場の機能向上など生産体制の強化に係る経費の補助等を実施しています。

消費拡大については、令和３年８月から継続している「伊勢茶マイボトルキャンペーン」の普及や県

内150店舗以上の飲食店で伊勢茶を使った様々な料理やスイーツが味わえるキャンペーン（令和７年度）、

伊勢茶を楽しむアイデアを高校生が考え、発表するコンテスト「第２回Ise Cha Promotion Award」

図３　輸送過程における品質変化の調査

図５　産地構造改革プロジェクトにおける

話し合いの様子

図４　有機茶栽培研修会の様子

図 6　「第２回 Ise Cha Promotion Award」

開催の様子
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を開催（令和７年度、図６）しました。また、伊勢茶の知名度向上に向け、伊勢茶産地への観光誘客を

図る伊勢茶ブランド展開戦略を策定（令和７年度）し、さらなる伊勢茶の魅力発信に取り組んでいます。

４．今後の展望

令和８年４月１日には「伊勢茶に親しむ暮らし推進条例（図７）」が施行され、伊勢茶の振興・発展

に向けた機運はますます高まっています。県では、本条例に基づき、伊勢茶の歴史と伝統の継承や新し

い伊勢茶の楽しみ方の創出等がなされるよう、様々な場面において伊勢茶に親しめる機会を確保すると

ともに、伊勢茶の輸出に必要な支援等を進めてまいります。

＜参考＞

＊１　輸出相手国の残留農薬基準値に対応した日本茶の病害虫防除マニュアル～総合編～

　　　https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/export/export_manual.html

＊２　伊勢茶の米国輸出向け栽培における病害虫防除指針（平成28年度　三重農研成果情報）

　　　https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/000768427.pdf

＊３　輸出相手国の残留農薬基準に対応した茶の輸出対応型防除暦の作成指針

　　　https://www.naro.go.jp/project/results/５th_laboratory/nipp/2024/24_048.html」

・茶をめぐる情勢　農林水産省　　https://www.maff.go.jp/j/seisan/tokusan/cha/ocha.html

・伊勢茶に親しむ暮らし推進条例　https://www.pref.mie.lg.jp/NOUSAN/HP/m0112200213.htm

図 7　伊勢茶に親しむ暮らし推進条例　概要
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⇒
構

造
の
改

善
・
ノ
ズ
ル
の
改

良
に
よ
り
⾶

散
低

減
(
機

種
に
よ
る
)

展
着

剤
の
開

発
に
よ
り
、
飛

散
低

減
・
付

着
向

上

⇒
航

続
時

間
は
1
0
〜

1
5
分

程
で
あ
る
が
、
大

型
化

に
よ
り
散

布
幅

、

散
布

速
度

が
向

上
現

在
も
航
続

時
間

、
バ
ッ
テ
リ
ー
に
は
課

題
あ
り

⇒
⾶

⾏
時

間
計

は
搭

載
基

盤
等

に
は
課

題
は
残

る
(
3
〜

5
年

)

当
初
→
現
在


ド
ロ
ー
ン
の
利

点
に
つ
い
て

・
機
体
が
小
型
の
為
、
中
山
間
地
で
の
機
動
性
が
あ
る
(
エ
ン
ジ
ン
機
よ
り
標
高
差
の
影
響
を
受
け
に
く
い
)

・
機
体
が
軽
量
で
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
込
み
が
1
人
で
可
能

・
電
動
の
為
、
早
朝
の
騒
音
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消

・
操
縦
が
簡
単
な
為
、
特
殊
な
訓
練
が
不
要

(
個
人
差
あ
り
)

・
使
用
電
波
は
2
.
4
G
H
z
を
採
用
、
混
信
が
極
め
て
少
な
い

・
無
人
ヘ
リ
よ
り
も
安
価
な
為
、
小
規
模
面
積
で
の
導
入
可
能

・
吹
き
降
ろ
し
に
風
圧
が
少
な
い
為
、
作
物
の
倒
伏
等
が
少
な
い

・
新
分
野
へ
の
用
途
拡
大

⇒
機

体
が
⼤

型
し
積

降
が
困

難
⇒
課
題

⇒
大

型
に
な
っ
て
も
静

音
で
あ
る

⇒
⾃

動
航
⾏

と
な
り
散

布
精

度
向

上

⇒
機

体
の
大

型
化

に
よ
り
注

意
は
必

要

⇒
積

載
量

・
吐

出
量

が
⼤

き
く
な
っ
た
為

、
対

象
作

物
が
拡

⼤

当
初
→
現
在


ま
と
め

1
．

⼤
型

化
に
よ
り
積

降
し
困

難

離
発

着
場
所

の
確

保

2
．

用
途

拡
大

に
よ
る
薬

剤
の
登

録
拡

大

積
載

量
・
吐

出
量

が
U
P
・
・
・

果
樹

・
野

菜
な
ど

3
．

航
続

時
間

の
向

上

バ
ッ
テ
リ
ー
の
進

化

4
．

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
の
連

携

地
図

ソ
フ
ト
や
解

析
ソ
フ
ト
・
・
・

可
変

施
肥

(
搭

載
量

の
U
P
)
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一般社団法人  三重県植物防疫協会
〒515-2316　三重県松阪市嬉野川北町530番地

URL　https://miesyokuboukyoukai.p-kit.com/

TEL：0598（42）4349　　FAX：0598（42）4705　 e-mail sansyokubo@zc.ztv.ne.jp

印刷所　伊藤印刷株式会社　TEL（059）226－2545　FAX 223－2862

事務局だより

１）2026年２月５日に三重県農業大学校において、2025年度植物防疫講演会を開催し、対面とオンラ

イン方式の併用で85名参加していただきました。テーマは「病害虫防除の新技術の現状と課題」で、

新技術としてドローンと常温煙霧機を取り上げました。ドローンについては、東海スカイテック株式

会社の三浦芳秀氏に「三重県のドローンによる病害虫防除の現状と課題」についてご講演いただきま

した。本県農業では病害虫防除を主にドローン利用が急速に拡大しており、現状を植物防疫関係者に

広く情報発信するため本誌№72に講演内容の抜粋版を掲載いたしました。また、常温煙霧機につい

ては、機器取り扱いメーカーの有光工業株式会社の安藝知惠子氏に、常温煙霧機を使った病害虫防除

の現状と課題についてご講演いただき、農業研究所の村田つばさ氏に常温煙霧機を使った病害防除の

研究事例をご講演いただきました。常温煙霧機は、本機を使った農薬登録の数が少ないことが普及上

の課題として残りますが、施設栽培での省力的な病害虫防除技術として今後の活用が期待されています。

２）三重県農林水産部農産園芸課の菅谷耕紀氏に「伊勢茶の輸出に向けた取組と茶振興について」本誌

№72に執筆していただきました。日本茶の海外での人気の高まりもあり、日本からの緑茶の輸出が年々

増加しています。三重県でも輸出に対応した茶生産が行われ、県行政は伊勢茶輸出の取り組みに向け

た事業や研修会・イベントに取り組まれており、これらを紹介していただきました。

３）当協会では、三重県内で植物防疫上の課題で早期の対応・解決が望まれることについて、三重県農

業研究所と共同研究を実施しています。今年度は、共同研究２年目になりますが「ハスモンヨトウの

薬剤感受性程度の把握と防除技術の検証」と「特定外来水田雑草（オオバナミズキンバイ）の生態解

明と防除技術確立」の二つの課題に取り組んでいます。得られた研究成果は、当協会主催の講演会や

機関紙「三重の植物防疫」などにおいて、情報発信していく計画です。


